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【喫煙と生活習慣病のかかわりを探る】 
喫煙が高血圧を招いているのか?
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喫煙は心血管疾患発症の独立した危険因子であり，急性効果として交感神経系の活性化により血

圧や脈拍の上昇をもたらすことが明らかである．一方，これまでⅡの疫学J的調査からは高血圧発症

の危険因子とみなすか否かについて明確な結論は得られていない．喫煙は体重減少などの交絡因

子により,疫学的には高J血圧の危険:因J子として証J明しにくい面がある。最近のコホート研;究では，

徐々に高血圧発症』の危険因子であることを指摘する報告がなされている．まiた｡動脈硬化や炎症，

酸化ストレスを介した血J管内皮機能障害などから，その急性効果だけではなく，長期的jな血『管系

への構造的;変化を介して高血圧の発症要因となる機序が考えられる．

はじめに

喫1煙は心血Ⅱ管疾患発症の独立した危；険ｊ因子であり．ま

たその急性効果として．交感神経系の活性化などを介し

て血圧や脈拍の上昇をもたらすことが明らかにされてい

る．しかし，これまでの疫学的調査からは高血圧発症の
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危険因子とみなすか否かについて明確なコンセンサスは

得られていない仮面高血圧に代表きれるように，喫煙

と高血圧のかかわりは徐々に明らかになりつつあり，本

稿では最近の疫学調査の結巣もふまえ．喫煙がもたらし

うる酸化ストレス．インスリン抵抗性釘低アディポネク

チン血症，炎症などの要IX1と高血lHEとの関連性から，喫

煙と高血圧発症のかかわりを検討し概説する．

画.喫煙による循環系への直接効果は何か？
タバコ煙ﾙこ含まれる約4,000種もの化合物のなかで．

喫煙による健康障害に寄与する成分として‘一般的にニ

コチン，タール，一酸化炭素（ＣＯ）の３つが代表的で
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